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官民協働での取り組み

プロジェクト概略

文部科学省の下、官民協働海外留学創出プロジェクトチームを組成し留学機運醸成に取り組む。
寄附の受け入れと奨学金制度の運営は、独立行政法人日本学生支援機構が担う。
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令和3年6月時点で、250社・団体　120.7億円の寄附実績

民間からの寄附
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民間企業からの人的支援による、質の高いプログラム設計

民間からの人的協力

事務局への出向
累計で50名を越える支援企業社員が、1年から2年の任期でトビタテ事務局へ出向

選考委員の派遣
累計で100社、1000人を越える支援企業社員が書面審査、面接審査に協力

事前、事後研修の講師
累計で50名を越える支援企業の役員や部長、
YGLなど有識者が講師として登壇
※松田自身も登壇実績あり

留学中メンタリング
累計で100名近い支援企業社員が、留学中のメンタリングを
半年間実施
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法人寄附だけでなく個人寄附やその他支援も活用

その他民間からの協力
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フラッグシップである日本代表プログラムの成果

プログラム成果

今年度採用の大学等コース 14期、高校生コース7期を足すと

累計9,471名を採用

単なる留学支援ではなく、自ら課題解決に取り組む人材を育成
している。次ページも参照。
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STEAM系人材育成、SDGs実現に貢献する多様なコース設計

プログラム成果
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留学支援に関わる官民のプラットフォームとしての役割を担う

プロジェクト成果
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フラッグシップの奨学金制度以外にも、全国の大学の留学担当者と学生、高校や自治体が交流するプラットフォームＳＩＰＳ、高校向け支
援＃せかい部加盟校制度、大使館情報交流会、自治体向けワークショップ等を通じた、各種留学機運醸成策を展開。



官民協働で人財育成に取り組むプラットフォーム

提案

1. トビタテ！留学JAPAN事業の継続
本事業は官民協働事業として模範となるような事業であり、教育成果も認められ、社会的インパクトもあ
る事業である。本事業のように成果が認められる事業については力強く継続する事が望ましいと考え
る。

2. STEAM系人財、課題解決型人財育成の要素を強化する
７ページ目に記載の通り、本事業は留学を一つの教育体験として、STEAM系人財や課題解決に取り組
む人財の育成に取り組んでいる。今後、これらのニーズが強くなる事を考えると、7ページ記載のプログ
ラムを拡大する事でさらにインパクトを拡大する事が可能だと考える。

3. 本事業のように積極的に官民協働で社会全体で教育を支援するプラットフォームを構築する
今後、教育予算の確保が難しい状況の中で、民間企業や社会のサポートなくして、先進的な教育施策に
チャレンジしていく事が困難になる事が予想される。本事業にとどまらず、積極的に民間企業のサポート
を活用しながら、次世代の人財育成に取り組む事を期待したい。そして、官民協働をより円滑に・容易に
可能とする座組を構築してはどうだろうか。
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